
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年  ４月 １９日  第３０５号 

 

小西喜代次 
信楽町勅旨 456 

℡  83-0765 

Fax 83-0765 

山岡 光広 
甲南町森尻 16 

℡  86-2985 

Fax 86-0415 

岡田 重美 
土山町南土山甲 78-15 

℡ 66-0696 

    Fax 66-0696 

各会派・無所属 討論 討論

主な議案に対する各会派の態度 賛成 反対

山
岡
光
広

小
西
喜
代
次

岡
田
重
美

橋
本
律
子

辻
重
治

土
山
定
信

田
中
新
人

橋
本
恒
典

林
田
久
充

山
中
善
治

田
中
喜
克

森
田
久
生

小
河
文
人

戎
脇
浩

山
中
修
平

里
見
淳

糸
目
仁
樹

白
坂
萬
里
子

田
中
將
之

堀
郁
子

鵜
飼
勲

竹
若
茂
國

谷
永
兼
二

令和２年度甲賀市一般会計予算 市長
里見　　淳
橋本　恒典
堀　　郁子

小西喜代次 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度甲賀市国民健康保険特別会計予算 市長 山中　修平 岡田　重美 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度甲賀市後期高齢者医療特別会計予算 市長 竹若　茂國 岡田　重美 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度甲賀市介護保険特別会計予算 市長 橋本　恒典 岡田　重美 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度特別会計・企業会計／令和元年度一般会計・特別会計補正予算　１
０議案

市長 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

条例改正・契約・市道の廃止と認定など１７議案 市長 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「マクロ経済スライド」廃止の意見書を求める請願 年金者組合 岡田　重美 堀　　郁子 不採択 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇

補聴器購入助成制度を求める請願
生健会・年
金者組合

岡田　重美 山中善治 不採択 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇

カジノ汚職の徹底究明・カジノ解禁の廃止を求める意見書 小西喜代次 山岡　光広 辻　　重治 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇

「全世代型社会保障検討会議」の中間報告を見直し社会保障制度の抜本的な
拡充を求める意見書

岡田　重美 小西喜代次 白坂萬里子 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇

ジェンダー平等社会の実現をめざし関係法令の整備を求める意見書 山岡　光広 岡田　重美 糸目仁樹 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇

新たな過疎対策法の制定に関する意見書 田中將之 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

中高年の引きこもりに対する実効ある支援と対策を求める意見書 堀　郁子 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議会本会議の開会時間を９時半（現行１０時から）に変更する条例改正 議運委員長 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

公明党 無

提出 可否

共産党 志誠会凜風会

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
ず

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

 新年度予算を中心に審査する３月定例議会は２月１８日から３月２５日まで開かれました。一

般会計や特別会計・企業会計などの新年度予算１０件と補正予算４件、条例改正１１件、さらに

教育長などの人事・契約議決など３５件の議案について審査しました。このうち一般会計・国保・

後期高齢者医療・介護保険の会計については、理由を述べて反対しました。各会派の主な議案に

対する態度は以下の通り。 

 

 新型コロナウイルス感染拡大が世

界的規模で広がり、暮らしと地域経済

に大きな影響をおよぼしています。甲

賀市内で感染者（ＰＣＲ検査で陽性）

が確認され、クラスターによるさらな

る感染拡大も懸念されています。 
 こうした状況のもと、日本共産党甲

賀市議員団は３月１８日と４月７日、

市民から寄せられた要望等をまとめ、

「市民のいのちと暮らしを守る支援

策」を求める緊急申し入れを行いまし

た（写真は３月１８日、教育長に）。 
感染予防のためには、３密（密閉・

密集・密接）を避けること、こまめな

手洗いなど個人ができることと同時

に、政治の責任が問われているとし

て、国や県、市の支援策を具体的に求

めています。また「自粛と補償はセッ

トで対応するべき」と、収入減となる

市民・業者に対する支援策、税・料金

の減免や納税猶予制度を活用するよ

う、市民に周知することも大事と指摘

しました。 
 

要
な
課
題
と
の
認
識
で
し

た
が
䣍
原
発
ゼ
ロ
や
９
条

改
憲
な
ど
は
䣍
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
国
が
判
断
す
る

こ
と
と
の
答
弁
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
䣎 

岩
永
市
政
の
評
価
と
課

題
で
は
䣍
市
民
対
話
に
基

づ
く
と
し
た
市
政
運
営
な

ど
に
つ
い
て
質
し
ま
し

た
䣎
ま
ち
づ
く
り
活
動
セ

ン
タ
䤀
事
業
な
ど
市
民
と

意
見
交
換
を
お
し
進
め
て

き
た
と
の
答
弁
で
し
た

が
䣍
旧
甲
賀
病
院
跡
地
利

活
用
に
お
け
る
７
０
０
０

 

各
会
派
に
よ
る
代
表
質
問
が
２
月
２７
日
行
わ
れ
䣍
日
本
共
産
党
甲
賀
市
議
員
団
を
代
表

し
て
岡
田
重
美
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
䣎
岡
田
議
員
の
代
表
質
問
は
初
め
て
䣎
岩
永
市
政

４
年
目
の
当
初
予
算
と
い
う
こ
と
も
あ
り
䣍
①
国
政
の
焦
点
と
市
民
の
暮
ら
し
䣍
②
岩
永

市
政
３
年
余
の
前
進
面
と
課
題
䣍
③
新
年
度
予
算
案
の
特
徴
に
つ
い
て
䣍
市
民
の
切
実
な

願
い
実
現
と
市
政
の
問
題
点
を
質
し
ま
し
た
䣎 

 

筆
の
署
名
提
出
者
の
意
見

を
一
度
も
聞
か
な
か
䣬
た

点
は
市
長
の
姿
勢
と
矛
盾

す
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し

た
䣎 新

年
度
予
算
で
は
䣍
大

切
な
税
金
は
市
民
の
い
の

ち
と
暮
ら
し
䣍
福
祉
や
教

育
充
実
の
た
め
に
使
う
べ

き
と
強
調
す
る
と
と
も

に
䣍
災
害
・
防
災
対
策
䣍

学
校
給
食
費
負
担
軽
減
・

無
償
化
䣍
特
別
養
護
老
人

ホ
䤀
ム
増
設
な
ど
の
実
現

を
求
め
ま
し
た
䣎 

 

岡
田
議
員
は
䣍
市
民
の

い
の
ち
・
暮
ら
し
と
国
政

と
の
関
わ
り
の
問
題
で
市

長
の
認
識
を
問
い
ま
し

た
䣎
気
候
変
動
や
ジ
䣷
ン

ダ
䤀
平
等
に
つ
い
て
は
重



 

  ２０２０年３月議会特集（２０２０年２月１８日～３月２５日） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
  

 
 
 

 

問 

１２
月
議
会
で
市
営
住
宅
の
入
居
条
件
か

ら
保
証
人
規
定
を
削
除
す
る
こ
と
を
提
案
し
た

が
䣍
今
後
の
検
討
課
題
と
の
答
弁
で
あ
䣬
た
䣎
国

交
省
住
宅
局
長
通
知
で
条
例
か
ら
の
削
除
を
求

め
て
い
る
䣎
条
例
を
改
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
䣎 

建
設
部
長 

９
月
議
会
で
保
証
人
削
除
の
条

例
改
正
を
提
案
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
䣎 

問 
水
道
事
業
の
民
営
化
に
道
を
開
く
水
道

法
が
２
０
１
８
年
に
改
正
さ
れ
た
䣎
主
な
内
容

は
䣍
広
域
化
と
官
民
連
携
を
セ
䣹
ト
で
進
め
る
こ

と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
䣎
世
界
は
民
営
化
の
失

敗
の
経
験
か
ら
再
公
営
化
の
流
れ
で
あ
る
䣎
広
域

化
・
民
営
化
で
な
く
公
営
事
業
と
し
て
維
持
管
理

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
䣎 

上
下
水
道
部
長 

現
在
の
と
こ
ろ
民
営
化
は

考
え
て
い
な
い
䣎
広
域
化
は
広
域
連
携
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
䣎 

 

問 

税
・
料
金
の
滞
納
対
策
は
部
局
横
断
的
な

連
携
で
生
活
再
建
の
視
点
で
の
対
応
が
必
要
で

は
な
い
か
䣎
ま
た
䣍
分
納
誓
約
後
の
延
滞
金
の
加

算
は
や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
䣎 

総
務
部
理
事 

生
活
の
立
て
直
し
䣍
租
税
力
の

回
復
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
䣎
延
滞

金
の
減
免
は
申
請
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
䣎 

問 

信
楽
町
の
勅
旨
西
恩
寺
橋
の
早
期
拡
幅

を
求
め
る
䣎 

建
設
部
長 

長
寿
命
化
工
事
の
際
に
拡
幅
も

視
野
に
検
討
す
る
䣎
詳
細
な
着
工
時
期
は
未
定
䣎 

 

■日本共産党「無料法律相談」開設中■ 毎月第３水曜日午後７時から（予約制）お問合せは、各議員へ 

 

問 

公
文
書
は
市
民
共
有
の
財
産
と
い
う
視

点
で
䣍
公
文
書
の
作
成
・
管
理
・
保
存
を
明
記
し

た
条
例
を
制
定
す
べ
き
䣎 

総
務
部
長 

文
書
取
扱
規
程
を
設
け
て
い
る

が
䣍
条
例
の
必
要
性
も
含
め
検
討
し
て
い
く
䣎 

問 

新
年
度
か
ら
食
物
ア
レ
ル
ギ
䤀
対
応
給

食
が
実
施
さ
れ
る
䣎
食
物
ア
レ
ル
ギ
䤀
を
有
す
る

児
童
は
ど
れ
だ
け
か
䣎
安
全
の
た
め
に
䣍
食
材
・

調
理
・
配
送
・
配
膳
な
ど
の
マ
ニ
䣻
ア
ル
化
は
䣎

保
護
者
の
交
流
会
を
企
画
し
て
は
ど
う
か
䣎 

教
育
部
長 

食
物
ア
レ
ル
ギ
䤀
を
起
こ
す
食

物
と
児
童
数
は
䣍
卵
２
１
３
人
䣍
乳
９
０
人
䣍
小

麦
２
７
人
䣍
蕎
麦
６
２
人
䣍
甲
殻
類
１
０
６
人
䣎

現
行
の
手
引
き
を
見
直
し
䣍
マ
ニ
䣻
ア
ル
を
作
成

中
䣎
保
護
者
の
交
流
会
は
給
食
開
始
ま
で
に
開
催

を
検
討
し
て
い
る
䣎 

問 

市
内
の
市
営
住
宅
は
５
０
１
戸
䣎
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
耐
用
年
数
３０
年
以
上
で
あ
り
䣍
古
い

住
宅
の
中
に
は
䣓
浴
室
は
あ
る
が
浴
槽
が
な
い
䣔

住
宅
も
あ
る
䣎
こ
れ
で
は
䣓
良
好
な
居
住
環
境
䣔

と
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
䣎 

建
設
部
長 

必
ず
し
も
良
好
で
あ
る
と
言
い

難
い
部
分
も
あ
る
が
䣍
そ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と

で
居
住
い
た
だ
い
て
い
る
䣎
計
画
的
に
設
備
改
修

を
実
施
し
て
い
く
䣎 

問 

新
名
神
甲
南
イ
ン
タ
䤀
と
Ｐ
Ａ
の
流
出

入
路
の
接
続
を
䣎 

 

市
長 

今
後
さ
ら
に
県
に
要
望
し
て
い
く
䣎 

 

山
岡 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
心
配

さ
れ
る
中
で
の
議
会
で
し
た
ね
䣎 

 

小
西 

議
会
も
少
し
日
程
を
調
整

し
䣍
党
議
員
団
と
し
て
も
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
の
緊
急
申
し
入
れ
を
し
た
䣎 

 

岡
田 

私
は
初
め
て
の
代
表
質
問

だ
䣬
た
の
で
緊
張
し
ま
し
た
䣎 

小
西 

本
会
議
質
疑
も
委
員
会
も

党
議
員
団
は
積
極
的
に
発
言
し
た
䣎 

岡
田 

市
民
か
ら
２
つ
の
請
願
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
䣍
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
な
䣬
た
の
は
残
念
䣎
特
に
補

聴
器
購
入
補
助
で
公
明
党
の
堀
議
員

が
反
対
し
た
の
に
は
驚
き
で
し
た
䣎 

 

小
西 

一
般
質
問
で
補
聴
器
購
入

に
補
助
を
と
要
望
し
て
お
い
て
請
願

に
は
反
対
討
論
ま
で
と
は…

䣎 
 

山
岡 

以
前
に
中
学
校
卒
業
ま
で

医
療
費
無
料
化
拡
充
し
て
ほ
し
い
䣍

と
い
う
請
願
の
時
も
同
じ
こ
と
が
䣎

一
貫
性
が
な
い
の
は
問
題
で
す
ね
䣎 

 

岡
田 

ジ
䣷
ン
ダ
䤀
平
等
社
会
へ

関
係
法
令
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
意
味
は

大
き
い
で
す
ね
䣎 

 

小
西 

こ
の
意
見
書
に
も
公
明
と

志
誠
会
の
議
員
が
反
対
し
た
䣎 

 

 新年度の国民健康保険税算定の基礎となる「一人当たり標

準保険料と納付金」を県が公表しました。日本共産党滋賀県

地方議員団は２月５日、「都道府県単位化によって国保の構造

的危機は打開できない。むしろ加入者の負担増となる」と制

度の問題点を指摘しながら、加入者に負担をおしつけないた

めに、７項目の緊急申し入れを行いました（写真）。甲賀市で

は「基金や繰越金を活用して負担増とならないよう努力する」

としています。 
 

 日本共産党甲賀市議員団として、市内各団

体のご意見・要望を聞く「要求懇談会」を初

めて開きました。７団体の代表から切実な要

求が寄せられました。今後の活動に生かして

いきます。 
 




